
複数の診療所　カフェやショッピングも

全国で増加競争激化も

回覧誓,-‰腰慧遥漂諾慧悪忘
称で､ ｢メディカルモール｣ ｢クリニックモール｣
とも呼ばれる｡医療法上の定義はない｡国内の先
駆けは､ 1 985年に名古屋市に開業した医療専門ビ
ル｢日丸名古屋ビル｣ (現在34診療所)とされるo

{r九州･沖縄･山口の医療モールの例

Tて奉産地｢ LI≡fi障聖き 剌纈髢�吹� 板簀E��h耳���

くさみ医療村 �%"9liFfF) � ��内､整形外､眼､ 皮膚､歯､薬■ �(�(,ﾈ･噂�-ﾘ/�42�8�(5r�

わさだメデイ � 剴濳JL児､整形 俛���ﾏﾈ*�*(,�.�鍈�
力叫9r �8��ｳｳ｢ﾒ��粢��二:(2qO0年 鋳�駄厳守墨 ��､わさだタウン 督ﾒﾂﾘ�u��

≡苫メデイ力 刮ﾗ同市 (04年) 剴爨眼､■薬 ��行支店を併設二年- くにスーパ-i.' 

ルタウン 

メディカル モ｢ル元船. 剪ｷ崎市 ･CO4禦 �� �� 

バ-クレーズ 刮ｫ縄県 ��内､心療内､小 �9|9�ｩnX7(8ｸ�ｹYﾂ�
メ.デイ力ル 刮Y添市 剋勁整形外､産 ����ﾃｨ�ﾒ�商業施設に隣瞥 Lr1_ 
モー � � 

ヒ†リング 剋ｭ児島市 剴爨歯(.X)､薬 ･∴′~ 冲ﾉ{�i�ﾈ7ｨ�ｸ8��/��

タ串タ吉野,一二t �(_O8年)._:.,. 剪�畢j去ノを-i,†i-ニJや_- 

大内御堀- 医療モール 剋R口市 (08年). 剴爨整形外.皮 膚(栄)､薬∴ 伜(ﾏｹ�X,仗�*)?�7��ﾘ5�4X99>��

伊万里`■.. 剄ｲ賀県, 伊方皇市 (09年).■■` 刳皃皮膚､薬:.‥- 俛�;��*(,ﾈｸﾈ嫌iﾂ�

琴療館 劔儺ﾂ�焼会館を活用p.I 

.∠ゝ..･.一 � � ��

畜ロメアイカ ルタウシ 剏F本市 (12年) 剌ｬ児(潔)､はり. さゆう､薬 凩x,ﾉV���,i��ﾆx/���ﾘ.池�

※は予定･計画､薬は調剤燕局

-r一､
でミニェ:- :

マt/スI)_

LILIざ
九州･山口･沖縄

T'l　毎月､最終水曜Bに掲乾します

複
数
の
診
療
所
が
集
ま
る
｢
医
療
モ
ー
ル
｣
国
の
開
業
が
九
州

･
沖
縄
･
山
口
で
も
相
次
い
で
い
る
｡
手
掛
け
る
の
は
医
療
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
や
不
動
産
開
発
会
社
､
商
業
施
設
な
ど
o
総
合
病
院
よ

り
患
者
の
待
ち
時
間
が
少
な
い
ほ
か
､
国
道
沿
い
や
新
興
住
宅
地

な
ど
に
立
地
し
､
十
分
な
駐
車
場
む
備
え
る
な
ど
利
便
性
が
高
い

の
が
ア
ピ
ー
ル
点
だ
｡
診
療
所
の
単
独
開
業
に
比
べ
て
経
営
リ
ス

ク
を
低
減
で
き
る
点
も
増
加
の
要
因
と
み
ら
れ
る
｡
(
久
保
山
健
)

福
岡
市
博
多
区
東
月
隈
の
住
宅

街
｡
5
月
開
業
し
た
｢
つ
き
ぐ
ま

メ
デ
ィ
カ
ル
モ
ー
ル
｣
を
訪
ね

た
｡
市
道
を
挟
む
南
北
の
敷
地
は

計
約
9
5
-
-
平
方
㍍
あ
り
'
そ

れ
ぞ
れ
駐
車
場
を
中
心
に
建
物
が

並
ぶ
｡
北
側
は
循
環
器
内
科
と
整

形
外
科
､
調
剤
薬
局
'
銀
行
支
店
'

南
側
は
耳
鼻
咽
喉
科
と
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
施
設
､
カ
フ
ェ
｡
来
春
に
は

皮
膚
科
も
加
わ
る
｡

｢
痛
み
が
な
く
な
り
､
楽
に
歩

け
る
よ
う
に
な
り
ま
す
よ
｣
｡
整

形
外
科
で
は
林
広
青
院
長
(
5
0
)

が
､
膝
の
人
工
関
節
手
術
を
受
け

る
塾
酔
雅
子
さ
ん
(
7
8
)
に
内
容
を

説
明
し
て
い
た
｡
全
身
麻
酔
の
た

め
に
必
要
な
事
前
の
心
臓
検
査

は
､
隣
接
す
る
循
環
器
内
科
が
担

当
｡
林
院
長
は
｢
連
携
に
よ
り
'

患
者
に
行
き
来
の
負
担
を
か
け
ず

に
済
む
｣
と
メ
リ
ッ
ト
を
語
る
｡

垂
閑
さ
ん
は
｢
目
の
前
に
ス
ー
パ

ー
が
あ
る
の
も
い
い
｣
｡

モ
ー
ル
を
オ
ー
プ
ン
し
た
の

は
､
医
師
の
開
業
支
援
や
調
剤
薬

局
の
運
営
を
行
う
医
療
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
会
社
の
総
合
メ
デ
ィ
カ
ル

(
福
岡
市
)
｡
移
転
や
新
設
を
計

画
し
て
い
た
診
療
所
な
ど
を
誘

致
｡
土
地
･
建
物
を
賃
貸
し
た
り

用
地
を
販
売
し
た
り
し
た
｡
同
社

と
し
て
は
九
州
･
沖
縄
･
山
口
で

日
か
所
目
'
全
国
で
は
3
2
か
所
目
｡

渡
部
一
也
･
上
席
執
行
役
員
(
5
5
)

は
｢
開
業
支
援
事
業
の
1
つ
.
自

社
運
営
の
調
剤
聾
鳳
に
処
方
挙
り

集
ま
る
｣
と
狙
い
を
看
る
｡

淵
制
雌
局
韓
T
.
の
y
平
【
　
賃

県
小
城
市
)
が
2
0
0
8
年
に
閑

職
狙
醐
甜
摘
姻
柑

腰
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商
業
施
設
が
手
掛
け
る
場
合
は

客
足
の
増
加
が
昇
｡
北
九
州

市
の
百
貨
店
コ
レ
サ
ト
は
開
業
2

年
後
の
葉
地
下
-
階
の

一
角
約
6
3
0
平
方
朋
を
モ
ー
ル

化
｡
心
療
内
科
と
歯
科
'
調
剤
薬

局
が
入
っ
て
お
り
､
来
春
に
は
婦

人
科
も
開
業
す
る
｡
管
理
す
る
北

九
州
都
心
開
発
(
北
九
州
市
)
の

福
谷
和
信
取
締
役
(
5
5
)
は
｢
小
売

り
と
医
療
の
相
乗
効
果
は
大
き

い
｣
と
手
応
え
を
誇
る
.
I
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マ
ン
シ
T
q
ン
に
併
設
す
る
ケ
-

ス
も
あ
る
｡
ー
不
動
産
開

西
日
本
鉄
道
(
層
岡
市

に
福
岡
市
中
央
区
､
0
 
7

弼 も
行
う

は
0
 
6
年

に
早
良

区
に
建
設
し
た
賃
貸
マ
,
A
,
S
ヨ
ン

各
-
棟
に
5
-
3
診
象
科
を
誘

致
｡
｢
付
加
価
値
｣
と
b
て
人
気

が
あ
り
､
2
棟
と
も
常
陪
満
室
状

態
と
い
う
｡

自
由
が
丘
産
能
短
大
(
東
京
)
の

い
い
ね
/
医
療
モ
ー
ル

!
L
待
ち
時
間
少
な
く
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経
営
リ
ス
ク
滝
滅
仙

伊
藤
敦
講
師
(
3
9
)
(
医
療
経
済
学
)

の
調
査
に
よ
る
と
'
モ
ー
ル
系
施

設
は
2
0
0
0
年
代
半
ば
か
ら
目

立
ち
始
め
､
0
9
年
時
点
で
は
全
国

で
約
4
0
0
か
所
を
確
認
｡
そ
の

後
も
増
加
傾
向
が
続
い
て
い
る
｡

背
景
と
し
て
は
政
府
の
医
療
費

抑
制
朱
の
ほ
か
'
勤
務
医
の
負
担

の
大
き
さ
か
ら
開
業
医
を
目
指
す

医
師
が
増
え
て
い
る
の
を
受
け
た

診
療
所
(
1
 
9
床
以
下
)
数
の
伸
び

が
指
摘
さ
れ
る
.
厚
生
虜
働
省
に

よ
る
と
'
1
 
0
年
は
全
国
で
約
1
 
0
万

か
所
を
数
え
'
2
0
年
前
か
ら
約
1

万
9
0
0
0
か
所
増
加
｡
病
院
(
2
0

床
以
上
)
が
約
8
7
0
0
か
所
と

約
1
5
0
0
か
所
減
っ
た
の
と
は

対
照
的
だ
｡

伊
藤
講
師
は
モ
ー
ル
に
つ
い
て

｢
患
者
の
使
い
勝
手
の
良
さ
や
､

医
療
ビ
ジ
ネ
ス
の
簡
点
か
ら
今
後

も
増
え
､
競
争
激
化
も
予
想
さ
れ

る
｣
と
み
る
｡
課
題
と
し
て
は
'

誘
致
の
不
調
や
健
営
難
に
よ
る
閉

院
な
ど
で
診
辞
科
が
そ
ろ
わ
な
か

っ
た
り
､
医
師
間
の
連
携
が
不
足

し
た
り
す
る
ケ
ー
ス
が
あ
る
こ
と

を
指
摘
｡
｢
各
診
療
所
な
ど
が
定

期
的
に
情
報
交
換
会
を
開
く
な
ど

課
題
解
決
を
図
り
な
が
ら
'
モ
ー

ル
同
士
の
耶
静
新
藤
が
進
め
ば
,

地
域
医
療
の
活
性
化
に
も
つ
な
が

る
｣
と
し
て
い
る
｡

日
日
日
日日
日
田
野
闇
愉
瀧
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